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第１部  総  説

第１節 戸田市の概要

１．戸田市の環境と地域特性

（１）開発の歴史から見た地域の環境特性

農業集落には、水田、畑、用水路、社寺林、 
屋敷林といった二次的自然環境が存在し、そこ

には多様な生物が生息し、人との共生関係が成

立していました。

しかし、今日では市内の開発が進み、これら

の自然環境の多くは失われてしまいました。ま

た、産業の伸展と住民の増加による住工混在化

は人々の住環境の悪化を招いています。 
自然環境、住環境の改善と産業の両立など、 

これからの戸田市の環境を巡っては、様々な問

題が山積しています。

また地域の環境のあり方を考えるためには、地球規模の環境問題とも合せて考えることが重要

です。

 これからの市の環境行政は地域の環境特性、土地利用の変遷を踏まえ、長期的な視点に基づい

て実施することが求められているといえるでしょう。

（２）戸田市の環境問題の背景にある首都隣接型立地

近年の戸田市の形成は、昭和８年の戸田橋掛け替えに始まります。首都からの動脈が拡大され

たことにより重工業が進出し、戦後は東京の外延化として都内から戸田橋を渡って金属・機械、

メッキ、出版・印刷などの小規模の工場が進出してきました。

一方、昭和２９年の京浜東北線・西川口駅開業は東部地域に狭小宅地の開発や公団住宅建設を

誘発し、ベットタウン化を急速に進行させました。

その後、昭和３９年に笹目橋が完成すると、西部地域では新大宮バイパス開通もあって、倉庫・

運送業が進出してきました。

そして、首都圏の好立地を活かすために行われた、東部地域の後区画整理、中央地域の中部区

画整理、西部地域の西部区画整理、北部区画整理を引き金に、食品加工、出版印刷、運輸通信な

ども集中して進出し、産業とベットタウンの顔を併せ持つ地域になりました。

戸田市は、埼玉県の南端に位置し、東西約 7.2ｋｍ、南北約 3.9ｋｍで、市域面積は 18.19ｋ㎡

あります。
元々、戸田市は荒川の氾濫原であり、肥沃な 図 1-1-1 戸田市位置図 

土壌をもつ平地となっていたことから、稲作を

中心とした農業集落が形成されていました。
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その後も、首都高速、外かく環状道路の建設と埼京線３駅の開通によって都市型産業の進出の

一方で、中高層マンション・商業施設の開発も盛んに行われています。

戸田市は、首都隣接立地による長短両側面を有するまちです。利便性が高く、経済、政治、文

化、等々の潜在力も高いまちです。それはまちに活力をもたらすと同時に環境全般では短所にも

なります。道路網の集中は大気汚染、騒音・振動、交通危険、交通渋滞を引き起こしました。開

発と産業進出の影響は河川の汚濁、緑地の減少、住工混在による公害・苦情の多発、そして豊か

であった自然性の消失となって現れました。

こうした過去から引き継いだ地域特性を踏まえ、外部からの環境影響要因を規制しながら、開

発と環境保全を調整したまちづくりが今後の課題になっています。
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第２節 環境行政のあゆみ

年月日 戸   田   市 国  ・  埼  玉  県 

S31. 6. 11 工業用水法の制定

S33. 12. 25 
公共用水域の水質の保全に関する

法律の公布（昭和 34 年 3 月 1 日施

行）

12. 25 工場排水等の規制に関する法律の

公布（昭和 34 年 3 月 1 日施行） 

S37. 5. 1 
建築物用地下水の採取の規制に関

する法律の公布（昭和 37 年 8 月 31
日施行）

6. 2 ばい煙の排出の規制等に関する法

律の公布（昭和 37 年 12 月施行） 
6. 6 埼玉県公害防止条例の公布

S38. 7. 1 工業用水法に基づく地下水採取規制地域に指

定される

S42. 8. 3 公害対策基本法の公布・施行

S43. 6. 10 
大気汚染防止法の交付（昭和 43 年

12 月 1 日施行）（ばい煙の排出の規

制等に関する法律の廃止）

6. 10 騒音規制法の公布（昭和 43 年 12 月

1 日施行） 
S44. 5. 1 総務部庶務課に交通公害係を設置

5. 8 戸田市都市計画用途地域の告示

10. 11 埼玉県公害防止条例の全面改正

S45. 6. 1 公害紛争処理法の公布（昭和 45 年

11 月 1 日施行） 
7. 1 騒音規制法に基づく地域指定を受ける

7. 18 戸田市をはじめ県南地域に初めて光化学スモ

ッグによる被害発生

10. 1 総務部に公害交通課公害係を設置

11. 1

第 64 回臨時国会（公害国会）が開

かれ公害対策基本法の一部改正を

含む公害関係 14 法案の審議が行わ

れる

12. 25

水質汚濁防止法の公布（公共用水域

の水質の保全に関する法律、工場排

水等の規制に関する法律の廃止）

（昭和 46 年 6 月 24 日施行） 
S46. 4. 1 戸田市公害対策審議会条例の制定

6. 1 悪臭防止法の公布（昭和 47 年 5 月

31 日施行） 
7. 1 環境庁の設置

S47. 4. 1 市庁舎において大気汚染常時監視測定の開始

5. 1 建築物用地下水の採取を規制する地域に指定

される

4



年月日 戸   田   市 国  ・  埼  玉  県 

6. 5
ストックホルムで第 1回国連人間環

境会議が開催される「人間環境宣

言」

S48. 6. 5 第 1 回環境週間実施（初の世界環境

デー）

8. 1 市民生活部市民安全課公害係となる

S49. 2. 1 悪臭防止法に基づく規制地域に指定される

12. 19 戸田市あき地の環境保全に関する条例の制定

S50. 5. 1
建築物用地下水の採取の規制に関する法律に

基づく経過措置期間の終了に伴い、基準を満た

さない井戸による地下水採取が禁止となる

S51. 6. 10 振動規制法の公布（昭和 51 年 12 月

1 日施行） 

8. 1
工業用水法水源転換府省令により、工業用水法

に基づく基準を満たさない井戸による地下水

採取が禁止となる

9. 28 本市を含む県南 7 市が硫黄酸化物の総量規制方

式導入の地域指定を受ける

11. 1 市民部市民相談課公害係となる

S53. 2. 1 振動規制法に基づき規制地域に指定される

7. 11 環境庁が二酸化窒素環境基準を大

幅緩和

10. 11 埼玉県公害防止条例の全面改正

S56. 2. 13 埼玉県環境影響評価に関する指導

要綱の制定

S59. 2. 21 戸田市工業団地協同組合設立総会開催

3. 10 第 1 回市民環境意識調査の実施 

5. 1 市民部環境保全課環境保全係となる

6. 28
建設省関東地方建設局北首都国道工事事務所

より東京外かく環状道路計画に関する環境ア

セスメント（案）が提示される

8. 20 第 2 回市民環境意識調査の実施 

11. 8
建設省関東地方建設局大宮国道工事事務所よ

り都市高速道路戸田線計画に関する環境アセ

スメント（案）が提示される

S60. 1. 29 
戸田地区共同利用建物（ミニ工業団地）に係る

公害防止事業団と戸田市工業団地協同組合と

の土地建物譲渡契約締結

2. 16 東京外かく環状道路及び新大宮バイパスの都

市計画変更に関する地元説明会が開催される

3. 14 東北・上越新幹線（上野～大宮間）開業

9. 7 ミニ工業団地起工式

9. 30 埼京線開通

10. 1 東京外かく環状道路及び都市交通道路戸田線
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年月日 戸   田   市 国  ・  埼  玉  県 

都市計画（変更）される

S61. 3. 30 ミニ工業団地竣工

S62. 2. 21 「川を考える市民の集い」開催される

11. 12 「戸田の川を考える会」発足

S63. 5. 20
特定物質の規制等によるオゾン層

の保護に関する法律の公布（昭和 63
年 12 月 27 日施行） 

8. 26 水質汚濁防止法施行令の一部改正

（特定施設飲食店等 4 業種の追加） 

H2. 1. 23
「戸田の川を考える会」（研究開発部会）が上

戸田川天神橋下に木炭を利用した河川浄化実

験を実施

6. 22
水質汚濁防止法の一部改正

（生活排水対策に係る規定及び指

定地域特定施設の制度を創設）

8. 6

戸田市公害対策審議会開催（新大宮バイパス線

の低周波空気振動測定結果について報告、首都

高速道路板橋戸田線及び東京外かく環状道路

の工事進捗状況の現地視察

10. 1
環境常時監視測定局測定開始

・中町局（二酸化硫黄、一酸化炭素、窒素酸化

物、浮遊粒子状物質、オキシダント等）

11. 27 首都高速道路板橋戸田線が「戸田南」入出路ま

で供用開始

H3. 3. 31 「戸田の川を考える会」（研究開発部会）が『第

3 回河川調査報告書』を刊行 

6. 1 第 1 回環境月間実施 

8. 5
東京外かく環状道路及び首都高速道路板橋戸

田線に係る環境常時監視施設に関する協定締

結

12. 25 日本道路公団より環境常時監視測定施設の移

管を受ける（修行目公園内、藪雨公園内）

H4. 1. 1
環境常時監視測定局の測定開始

・修行目局、藪雨局（一酸化炭素、窒素酸化物、

浮遊粒子状物質、騒音等）

3. 30
埼玉県公害防止条例の一部改正（悪

臭規制の強化、平成４年１０月１日

施行）

5. 20
首都高速道路公団より環境常時監視測定施設

の移管を受ける（笹目橋派出所敷地内の早瀬

局）

6. 1

環境常時監視測定局の測定開始

・早瀬局（一酸化炭素、窒素酸化物、浮遊粒子

状物質、騒音等）

・美笹局（騒音）
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年月日 戸   田   市 国  ・  埼  玉  県 

6. 3 環境と開発に関する国連会議（地球

環境サミット）ブラジルにて開催

6. 3

「自動車から排出される窒素酸化

物の特定地域における総量の削減

等に関する特別措置法」（自動車Ｎ

Ｏｘ法）の公布（平成 4 年 11 月 26
日施行）

11. 26 国道 298 号線供用開始 

11. 27 東京外かく環状道路（三郷～和光間）供用開始

H5. 3. 18 首都高速道路公団より環境常時監視施設の移

管を受ける（砂場公園内）

4. 1
環境常時監視測定局の測定開始

・砂場局（一酸化炭素、窒素酸化物、浮遊粒子

状物質、騒音等）

6. 9 ラムサール条約第 5回締結国会議を

釧路市にて開催

6. 18

悪臭防止法施行令の一部改正（プロ

ピオンアルデヒド等10物質の追加、

埼玉県においては平成７年４月１

日施行）

9. 17 埼玉県から電気自動車（ダイハツ社製）を貸与

10. 26 首都高速道路 5 号池袋線（戸田南～美女木イン

ター間）供用開始

11. 19 環境基本法公布・施行（公害対策基

本法の廃止）

H6. 3. 30

東京外かく環状道路（和光～大泉イ

ンター間）供用開始

※以降、名称を東京外環自動車道と

する。

3. 31 「戸田の川を考える会」が『河川浄化対策の実

験研究報告書』を刊行

4. 21
悪臭防止法施行規則の一部改正（メ

チルメルカプタン等硫黄系 4物質の

排出水中における規制基準の設定）

8. 1 戸田市環境審議会条例の施行（戸田市公害対策

審議会条例の改正）

12. 26
埼玉県環境基本条例の公布

埼玉県環境影響評価条例の公布

（平成 7 年 4 月 1 日施行） 

H7. 7. 7

最高裁が、騒音測定評価方法につい

ては道路騒音訴訟の受認限度判断

は等価騒音レベルで行うことを確

定（国道 43 号線訴訟） 
H8. 2. 28 埼玉県環境基本計画の決定、公表

3. 26 都市計画新用途地域を決定（用途区分が 6 種類

から 8 種類となる） 

5. 29
環境庁「ダイオキシンリスク評価検

討会」及び「ダイオキシン排出抑制

対策検討会」を設置
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年月日 戸   田   市 国  ・  埼  玉  県 

H9. 1. 23
ごみ処理に係るダイオキシン発生

防止等ガイドライン（新ガイドライ

ン）まとまる

3. 12 中央地域野焼き防止協議会の設置

3. 21
埼玉県が「廃棄物焼却炉のばい煙排

出抑制に関する指導指針」を策定。

（平成９年７月１日施行）

4. 1 埼玉県において環境生活部の設置

6. 13 環境影響評価法の公布（平成 11 年 6
月 12 日施行） 

8. 8 ダイオキシン調査実施（埼玉県調査、2 回実施） 

8. 29 大気汚染防止法施行令の一部改正

10. 14 戸田市野焼きパトロール
県中央地域一斉野焼きパトロール

の実施

12. 11 地球温暖化防止京都会議（COP3）
開催、「京都議定書」採択

H10. 2 ダイオキシン総合パイロット調査を実施

（環境庁による）

3 ごみ処理基本計画策定

10. 9 地球温暖化対策の推進に関する法

律の公布（平成 11 年 4 月 8 日施行） 
H11. 4. 1 市民生活部環境クリーン課となる

4. 1 環境基本法の一部改正（環境基準の

改正）

4. 1 埼玉県公害防止条例の一部改正

（小型焼却炉の規制強化）

7. 16 ダイオキシン類対策特別措置法の

公布（平成 12 年 1 月 15 日施行） 
11 環境に関する市民アンケート実施

12. 20 戸田市望ましい環境を創造する市民懇話会設

置

12. 22 特定工場における公害防止組織の

整備に関する法律の一部改正

H12. 4. 1 環境基本条例施行

4. 1 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律に

基づく鳥獣の飼養登録に係る事務の権限移譲

4. 1
埼玉県公害防止条例に基づく騒音、振動の届

出、及び指導並びに悪臭、野外焼却の指導に係

る事務の権限移譲

4. 20 ISO14001 認証取得にむけ環境方針を宣言 
5. 17 悪臭防止法の一部改正

5. 31
建築工事に係る資材の再資源化等

に関する法律の公布（平成 14 年 5
月 30 日施行） 

5. 31 ダイオキシン類対策特別措置法の

一部改正
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年月日 戸   田   市 国  ・  埼  玉  県 

6. 2 循環型社会形成推進基本法の公

布・施行

6. 2 廃棄物の処理及び清掃に関する法

律の一部改正

6. 7 食品循環資源再生利用促進法の公

布（平成 13 年 5 月 1 日施行） 

6. 7
容器包装に係る分別収集及び再商

品化の促進策に関する法律の一部

改正

6. 7 特定家庭用機器再商品化法の一部

改正

6. 7 資源の有効な利用の促進に関する

法律の一部改正

6. 24
とだ環境２０００開催

～ 25
10 戸田市環境保全率先実行計画を策定

H13. 3 埼玉県環境基本計画の一部改正

3. 30 ＩＳＯ１４００１認証取得

6. 22 フロン回収破壊法の公布（平成 14
年 4 月 1 日施行）

7. 17 埼玉県生活環境保全条例の公布（平

成 14 年 4 月 1 日施行） 
10. 27

とだ環境フェア２００１開催
～ 28

11. 1 戸田市堤外笹目橋上流地域が鳥獣保護区に指

定

12. 20 戸田市都市景観条例制定

H14. 3 戸田市環境基本計画策定

3. 13 墓地、埋葬等に関する法律施行条例制定

（１４年４月１日施行）

3. 31 埼玉県公害防止条例の廃止

4. 1 リサイクルプラザ稼働開始

4. 1 水道法に基づく専用水道の認可及び指導に係

る事務の権限移譲

4. 1 浄化槽法に基づく届出に係る事務の権限移譲

4. 1
鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律に

基づく有害鳥獣捕獲、販売禁止鳥獣等の販売の

許可に係る事務の権限移譲

4. 1
埼玉県生活環境保全条例に基づく騒音、振動の

届出、及び指導並びに悪臭、野外焼却の指導に

係る事務の権限移譲

4. 1 墓地、埋葬等に関する法律に基づく墓地、納骨

堂、火葬場の経営許可等に係る事務の法令移譲

4. 1 化製場等に関する法律に基づく化製場の設置

等に関する事務の権限移譲

5. 21 とだ環境ネットワーク創設（第１回全体会）

とだ環境コミュニティスペース（ECOS）開設 

9



年月日 戸   田   市 国  ・  埼  玉  県 

5. 29 土壌汚染対策法公布（平成 15 年 2
月 15 日施行） 

6. 4 気候変動枠組み条約・京都議定書批

准（国連寄託）

6. 7 エネルギーの使用の合理化に関す

る法律の一部改正

7. 12 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関

する法律の一部改正

12. 1 小型焼却炉の使用規制強化

H15.  3. 18 
埼玉県自然環境保全条例、埼玉県希

少野生動植物の保護に関する条例

の一部改正

5. 9

エネルギー等の使用の合理化及び

資源の有効な利用に関する事業活

動の促進に関する臨時措置法の一

部改正

6. 18

大気汚染防止法、水質汚濁防止法、

騒音規制法、振動規制法、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、容器包

装に係る分別収集及び再商品化の

促進等に関する法律、ダイオキシン

類対策特別措置法、食品循環資源の

再生利用等の促進に関する法律、使

用済自動車の再資源化等に関する

法律の一部改正

6. 30 環境常時監視測定局の測定項目見直し

修行目局、藪雨局（一酸化炭素）廃止

7. 16 国等による環境物品等の推進等に

関する法律の一部改正

7. 25
環境の保全のための意欲の増進及

び環境教育の推進に関する法律の

公布（平成１５年１０月１日施行）

H16.  2. 6 埼玉県生活環境保全条例の一部改

正

3. 2 廃棄物の処理及び清掃に関する法

律の一部改正

3. 10 大気汚染防止法の一部改正

3. 10

環境情報の提供の促進等による特

定事業者等の環境に配慮した事業

活動の促進に関する法律の公布（平

成 17 年 4 月 1 日施行） 
H17.  2. 16 京都議定書発効

3. 1 戸田市環境保全率先実行計画（第 2 期）策定 
3. 16 戸田市環境対策基金条例施行

4. 1 市民生活部環境クリーン室となる

4. 1 住宅用太陽光発電システム設置費補助事業開

始

6. 16 クールビズ開始

7. 17 知床の世界自然遺産登録

H18.  2. 2 市庁舎太陽光発電火入れ式
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年月日 戸   田   市 国  ・  埼  玉  県 

2. 10
石綿による健康被害の救済に関す

る法律の公布（平成 18 年 3 月 27 日

施行）

3. 30 市庁舎風力発電竣工式

4. 25
水俣病公式確認５０年にあたり、悲

惨な公害を繰り返さないことを誓

約する会議

6. 2 戸田市地球温暖化対策推進事業補助金開始

10. 30 アジア３Ｒ推進会議

H19. 3 戸田市環境基本計画見直し

4. 1 高効率給湯器等設置費補助事業開始

5. 23

国等における温室効果ガス等の排

出の削減に配慮した契約の推進に

関する法律の公布（平成 19 年 11 月

22 日施行） 
6. 1 ジャパンフラワーフェスティバルさいたま

２００７金賞受賞～ 23 

6. 27 エコツーリズム推進法の公布（平成

20 年 4 月 1 日施行）

10. 17 フラワーセンター戸田開所

12. 15 サステナブル都市第 3 位

12. 22 キャンドルナイト in とだ開催

H20. 6. 1 戸田市ポイ捨て及び歩行喫煙をなくす条例施

行

6. 6 生物多様性基本法公布・施行

6. 13 地球温暖化対策の推進に関する法

律の一部改正

6. 21 12 万人のキャンドルナイト in とだ開催 
7. 7 G8 北海道洞爺湖サミット開催 

11. 14 オフセット・クレジット制度の創設

H21.  1. 23 温室効果ガス観測技術衛星「いぶ

き」打ち上げ

2 戸田市環境保全率先実行計画（第 3 期）策定 

2 
埼玉県地球温暖化対策実行計画（ス

トップ温暖化・埼玉ナビゲーション

２０５０）策定

3. 31
環境常時監視測定局の測定項目見直し 

・修行目局、藪雨局（浮遊粒子状物質、騒音）

廃止

3. 31 埼玉県地球温暖化対策推進条例の

公布（平成 23 年 7 月 1 日施行） 

3. 31 地球温暖化対策の推進に関する法

律施行令の一部改正

6. 23 地球温暖化対策の推進に関する法

律関係省令の公布

9. 9 「微小粒子状物質に係る環境基準

について」告示

11. 30 「水質汚濁に係る環境基準につい

ての一部を改正する件」「地下水の
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年月日 戸   田   市 国  ・  埼  玉  県 

水質汚濁に係る環境基準について

の一部を改正する件」告示

12. 21 戸田市地球温暖化対策条例制定

12. 29 サステナブル都市第 16 位

H22.  3. 8 戸田市環境方針改定

3. 23 埼玉県環境みらい都市認定

3. 31 環境常時監視測定局の測定項目見直し 

・砂場局（一酸化炭素、騒音）廃止

4 事業者用環境配慮設備等導入支援事業開始

4 
埼玉県地球温暖化対策条例に基づ

く自動車地球温暖化対策計画制度

開始

10. 8 「地球温暖化対策基本法案」閣議決

定

10. 18 生物多様性条約第 10 回締約国会議 
（COP10）開催(愛知県名古屋市) 

H23.  3 戸田市地球温暖化対策実行計画策定

3 埼玉県 EV・PHV タウン推進アクシ

ョンプラン策定

3 水質汚濁防止法の一部改正(地下水

汚染の未然防止措置) 

4. 1 戸田市電気自動車等導入費補助事業開始

4. 1 工業用水法に基づく許可及び指導に係る事務

の権限移譲

4. 1 浄化槽法に基づく許可及び指導に係る事務の

権限移譲

4. 1 埼玉県生活環境保全条例に基づくアイドリン

グ・ストップの指導に係る事務の権限移譲

4. 1 埼玉県生活環境保全条例に基づく地下水採取

の許可、届出及び指導に係る事務の権限移譲

8. 30

「平成二十三年三月十一日に発生

した東北地方太平洋沖地震に伴う

原子力発電所の事故により放出さ

れた放射性物質による環境汚染へ

の対処に関する特別処置法」公布・

施行

9. 1 戸田市墓地等の経営の許可等に関する条例施

行

(墓地、埋葬等に関する法律施行条例の全部改正) 
10. 16 サステナブル都市第 10 位

12. 13
「地球温暖化対策のための税」の導

入等を盛り込んだ「平成２４年度税

制改正大綱」閣議決定

H24. 4. 1 騒音規制法に基づく規制地域及び規制基準等

の指定に係る事務の法令移譲
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年月日 戸   田   市 国  ・  埼  玉  県 

4. 1 振動規制法に基づく規制地域及び規制基準等

の指定に係る事務の法令移譲

4. 1 悪臭防止法に基づく規制地域及び規制基準等

の指定に係る事務の法令移譲

4. 4 電気自動車用急速充電器運用開始（戸田市文化

会館北側駐車場）

4. 27 「環境基本計画」閣議決定

8. 10
使用済小型電子機器等の再資源化

の促進に関する法律の公布（平成 25
年 4 月 1 日施行） 

10 第 22 回全国花のまちづくりコンクール 
花のまちづくり大賞（国土交通大臣賞）受賞

10. 31 原子力災害対策指針の策定

H25. 2. 17 とだ環境フォーラム開催

3 戸田市環境基本計画見直し

3 ごみ処理基本計画見直し

3. 15
「当面の地球温暖化対策に関する

方針」決定(地球温暖化対策推進本

部) 

4. 1
環境経済部を設置

市民生活部環境クリーン室が環境経済部環境

政策課及び環境クリーン推進課となる

4. 1 モニタリングポストによる空間放射線量の常

時測定開始

4. 1 水道法に基づく専用水道の認可及び指導並び

に簡易専用水道の指導に係る事務の法令移譲

4. 1 浄化槽法に基づく設置届出内容が相当と認め

る通知に係る事務の権限移譲

4. 1 埼玉県生活環境保全条例に基づく騒音、振動に

係る規制地域及び規制基準の指定の権限移譲

5 
埼玉県自動車排出窒素酸化物及び

自動車排出粒子状物質総量削減計

画策定

6. 12

フロン類の使用の合理化及び管理

の適正化に関する法律(フロン排出

抑制法)の公布(平成 27年4月 1日施

行)

11. 15
地球温暖化対策推進本部(2020 年度

の温室効果ガス削減目標を 2005 年

度比で 3.8％減とする) 

11. 15 「攻めの地球温暖化外交戦略」策

定・公表

H26. 2. 3 経営革新度調査第 8 位 

3. 25
気候変動に関する政府間パネル

(IPCC)第 38 回総会及び第 2 作業部

会第 10 回会合(～30 日、神奈川県横
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年月日 戸   田   市 国  ・  埼  玉  県 

浜市)において、IPCC 第 5 次評価報

告書第 2作業部会報告書の政策決定

者向け要約(SPM)の承認・公表、第

2 作業部会報告書本体の受諾 

4. 1
建築物用地下水の採取の規制に関する法律に

基づく地下水の採取に関する規制に係る事務

の権限移譲 

4. 1 埼玉県自家用水道条例の施行に係る事務の権

限移譲 

4. 1 廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく

廃棄物再生事業者登録等に係る事務の権限移譲 

4. 1 エネルギーの使用の合理化等に関

する法律の一部改正

4. 1 蕨戸田衛生センターにおいて、小型家電製品の

ピックアップ回収を開始

4 水循環基本法の公布（平成 26 年 7
月 1 日施行） 

4. 11 エネルギー基本計画閣議決定

10. 1 市内公共施設 13 ヶ所に小型家電回収ボックス

を設置

11. 2 気候変動に関する政府間パネル

(IPCC)第 5 次評価報告書の公表 
11. 22 戸田市地球温暖化対策地域協議会発足

12. 14 エコライフ DAY とだ１０周年記念イベント開催

H27.  3 町会会館に太陽光発電設備を設置(新曽北町会

館、喜沢 2 丁目会館) 
6. 1 市内 3 駅周辺を「喫煙制限区域」に指定 

12. 12 COP21（国連気候変動枠組条約第

21 回締約国会議)でパリ協定が締結 
H28.  3 戸田市地球温暖化対策実行計画(改訂版)の策定 

3 町会会館に太陽光発電設備を設置(旭が丘町会

新田町会) 
3 戸田市電力の調達に係る環境配慮方針の策定

3. 18 クールシェアとだ実行委員会の発足

4. 1 環境経済部環境政策課及び環境クリーン推進

課が環境経済部環境課となる

5 G7 伊勢志摩サミットが開催 

5. 20 地球温暖化対策の推進に関する法

律の一部改正

5. 31 環境常時監視測定局の測定終了

・修行目局、藪雨局廃止

9. 1 粗大ごみ処理手数料の改正

11 パリ協定が発効、日本が批准

11. 30 生物多様性に優れた自治体ランキングで戸田

市が 1 位となる 
H29. 3 町会会館に太陽光発電設備を設置(上町町会) 

3. 31 フラワーセンター戸田閉所
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第３節 戸田市の環境行政機構

１. 行政機構図

○知識経験者   ５名  

      ○市民代表   ６名

○事業者代表  １名

○関係行政機関の職員 ３名

          計  １５名以内

図 1-1-2 行政機構図（平成２８年４月１日現在） 

２．事務分掌

【環境課】

1 環境基本施策に係る企画及び総合調整に関すること。 

2 環境マネジメントシステムに関すること。 

3 環境団体等の活動の支援及び環境団体等との協働に関すること。 

4 省エネルギー及び省資源並びに新エネルギーの推進及び調整に関すること。 

5 地球温暖化対策に関すること。 

6 「環境未来都市」構想に係る施策の企画立案及び総合調整に関すること。 

7 一般廃棄物に関すること。 

8 蕨戸田衛生センター組合との協働及び協力に関すること。 

9 感染症発生に伴う消毒等に関すること。 

10 衛生害虫、植物害虫及びねずみ族の駆除に関すること。 

11 墓地、納骨堂及び火葬場の経営許可、化製場の設置等に関すること。 

12 空き地の環境保全に関すること。 

13 自然保護に関すること。 

14 動物愛護及び狂犬病予防に関すること。 

15 騒音、振動、悪臭等の公害防止に関すること。 

16 専用水道、簡易専用水道及び自家用水道に係る届出、命令その他行政措置に関すること。 

17 地下水の採取規制に関すること。 

18 浄化槽の規制及び指導並びにし尿処理に関すること。 

【みどり公園課】

1 緑化の推進に関すること。 

2 市の木及び市の花の推進に関すること。 

副 市 長 

環 境 経 済 部

みどり公園課

環境審議会市   長

環境課

クリーン推進担当環境対策担当環境政策担当 みどり環境担当 公園担当
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3 緑の基本計画に関すること。 

4 水と緑を活かしたまちづくりに係る事業の総合調整に関すること。 

5 首都圏近郊緑地保全に関すること。 

6 ちびっ子プールに関すること。 

7 空閑地信託に関すること。 

8 公園内樹木及び街路樹の維持管理に関すること。 

9 公園等の企画及び調整に関すること。 

10 公園等施設の工事及び維持管理に関すること。 

11 公園等台帳の整備に関すること。 

12 公園の使用許可及び使用料に関すること。 

13 戸田市水と緑の公社との連携及び連絡調整に関すること。 

14 環境空間の整備及び鉄道高架下開発に関すること。 

15 荒川水循環センター上部利用に関すること。 

16


	第1部　総説
	第1章　戸田市の環境行政




